
1． 紫雲たなびく播磨路に

 雄姿を誇る白鷺城

 その秀麗の姿こそ

 我等が理想の光なり

2． 若葉に映ゆる姫山に

 かちどきあぐる若人の

 胸に血潮の高鳴りて

 その意気四方を飲まんかな

3． 古城をめぐる堀の面に

 月影清く冴ゆる宵

 空を仰ぎて我思う

 究むる道の遠きかな

4． 広峰おろし吹きすさび

 播磨の灘に波立ちて

 真理の航海をはばむとも

 我等が舵は狂うまじ

7.姫路工業大学学生歌
作詞　　　伊藤　充

作曲　　　密谷　和正

1． 豊かなる播磨野に流れる朝雲

 若きつどいの影地に満ちて

 遠くはるか思いをこめ

 連らぬる影こそ未来への力

2． 広峰に冬来り野を攻めんとも

 猛き若者何を恐れん

 山影に春忍びて

 培う力はやがて嵐討つ

3． 美わしき山と野に吹くは青嵐

 世界の膊動伝えてぞみよ

 ともに語り究め行かん

 虹立つ緑の草のほとりにぞ

8.姫路工業大学学生歌
作詞　　　坂東　賢一

作曲　　　菊原　徹
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